
 

 

 

 

 

 

２学期が始まりました 

今日から２学期が始まりました。夏休みの後半は雨が降る日が続き、全国では土砂災害が多く発

生し、まだ避難生活が続いている方、まだ帰ってこない家族を待ち続けている方がみえると思うと、

改めて命の大切さと重さを感じ、子どもたちを学校に迎えました。もちろん、明るい話題もありま

した。それは５９年ぶりに三重県の代表校が甲子園で勝ち進み、準優勝をしたことです。１回戦で

最終回に２点差を諦めず追いつき、大逆転をして勢いに乗り、勝ち進む姿に、何事も諦めてはいけ

ないというメッセージを高校球児からもらったように感じたのは、私だけではないと思っています。 

数日はエアコンがない教室で汗を流しながらの学習となります。みんなで学ぶことを大切にして、

学び合う授業づくりを進めていきたいと思っています。そのためには、子どもたちの協力が必要で

すし、先生方もたくさんの研修会に参加して学んだことを、子どもたちとの学び合いで確かめてい

きたいと考えています。一緒に頑張っていきます。 

 夏季休業中に転校した児童が３名ありましたので、４３５名で２学期をスタートしました。 

 

「いじめは絶対に許さない保々小学校にする」 

 今日の始業式で、生活指導担当の李先生から「いじめは絶対に許さ

ない保々小学校にする」と話をしてもらいました。１学期の終わりに

子どもたちに「学ぶことが楽しい学校にするために～自分とまわりの

友だちをみつめてみよう～１学期」のアンケートに協力してもらいま

した。今年度のアンケートは、例えば「すれちがうときにおおげさに

よけられる」「となりの人につくえをはなされる」「かるくぶつかられ

たり、遊ぶふりをしてたたかれたり、けられたりする」など、具体的にこうしたことが自分に・ま

わりの友だちに行われていることはないかを尋ね、こうしたことが「いじめ」になることを子ども

たちに伝える意味も兼ねて、実施しました。 

 その結果、どの学年でも「変なあだ名」「呼び方」「からかい」「悪口」「いなやこと」「ばかにす

る」ということが割合として高いことがわかってきました。また、少数ではあるけど、「服を脱が

す」「メールなどでいやなことを書かれる」「金銭のやりとりなどが行われている」と回答をしてい

る子もいて、絶対に見逃してはいけないことだと職員間で確認をしました。実際、これらの項目に

該当することで１学期の間に個別指導・学級指導を行った事例もありますし、現在確認をしている

こともあります。 

 このアンケートと同じ時期に、教育相談も行い、嫌がることをしている子たちは「相手がいやだ

とわかっているからしている」「みんながしているから何となくやった」「ふざけてしてしまった」

と言い、されてしまった子は「いやだ」と思っていても、先生が気づいて場を設定しないと「やめ

て」と言えないでいる子がいることがわかってきました。 

また、高学年は教育相談でもアンケートでも「自分が」ということより「まわりの人が」という

ことで挙げられてくる件数の方が多く、自分のことを知られたくないという気持ちからか、ありの
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ままに応えていない様子があります。２学期を始めるにあたって、そんな自分たちの学級集団をど

う考えたらいいのか、考えさせていきます。 

どの学級でもこのことで学級会を持ち、「いじめはゆるされない」という空気をいつも感じ、安

心できる保々小学校にしていきたいと考えています。 

 

来年の話になりますが、運動会は９月２６日（土）に行います。 

 運動会が春に変更されて８年が経過しました。当時市内の学校で校

舎建築などのために春の運動会を実施したところがあり、それを機会

に春に運動会を固定した学校が数校ありました。５月の終わりごろに

運動会を行うと、練習期間中の体調管理がしやすく熱中症対策にもな

ること、２学期は大きな学年行事と研修会が多く、落ち着いて学校生

活を送ることができないなどの理由で、１０校近くの学校が春に運動

会を変更し、その１校が保々小学校でした。現在、四日市市内の１４校が春・２４校が秋に実施し

ていています。 

 本校では、今年度の運動会を振り返る中で、上記に書かれたメリットを再確認した上で、以下の

ような理由から、来年度から運動会を秋に戻すことにしました。 

・「学力に課題がある」という状況がここ数年続いている。学習習慣を確立する大切な時期として

４月・５月を捉えたい。 

・体育の取り組みの成果を参観していただくことが運動会のねらいである。春ではそのねらいが達

成しきれない。 

・高学年の体力的なことを考えると、この４カ月間の成長は大きい。 

・担任の持ち上がりが基本的にはない中で、５月の運動会実施は無理がある。 

・気候変動が激しい中、熱中症について調べてみると、１年の中で暑くなり始める５月から６月に

熱中症になる子が多いというデータがある。 

・９月の第４週の土曜日にすることで、今年度のような急激な暑さは逆にない。 

・本校は、エアコン利用ができる部屋があり、クールダウンに利用できる。また、今年度から特別

教室のエアコンが順次整備され、普通教室のエアコン設置も四日市市が検討を始めている。 

・練習の時から暑さ対策としてテントを準備し、さらに本番は必要であれば保々中学校がテントを

貸し出してくれることが確認できた。 

・連合自治会長様・ＰＴＡ会長様、地域の中学校・幼稚園・保育園の校園長とも相談をして、秋へ

運動会を変更することに理解をいただいた。 

 以上のことから、２０１５年度（平成２７年度）の運動会から「秋の実施とする」という結論に

到りました。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

学力・学習状況調査の結果について 

 この８月２６日、各学校に学力・学習状況調査の結果が届きました。全国平均と比べると、国語・

算数ともに課題の多い結果となっていました。今、その分析を行い、学校として今後どのように取

り組むか検討をしています。６年生には個人の結果も返します。来週には全ての保護者の方に結果

と分析・今後の取り組みについてお知らせする予定です。 

なお、３年生・５年生のＣＲＴ（到達度検査）の結果と分析・今後の取り組みについても、その

時一緒にお知らせします。 


